
2020年度　ヨーロッパコース

所属ゼミ 卒業論文題目―副題―

稲本健二ゼミ
イギリスとEU間における国民主権と権限移譲問題
――なぜイギリスはEUからの離脱を決断したのか――

稲本健二ゼミ
『La Traviata』:タイトルに反映されたヴェルディのヴィオレッタ像
―オペラ定型に基づいた楽譜分析から―

伊藤玄吾ゼミ グスタフ・クリムトが描く「新しい表現」の正体−《医学》と《接吻》の作品分析を通して−

伊藤玄吾ゼミ 日本ブランドがヨーロッパ市場で成功を収めるには―ユニクロと無印良品に見るグローバル戦略―

小野文生ゼミ 証言不可能性への抵抗と記憶の継承―プリーモ・レーヴィ『溺れるものと救われるもの』を中心に―

中野幸男ゼミ
デザイン思考におけるSFプロトタイピングの社会への影響と事例の考察
－日本における諸実践を中心として－

稲本健二ゼミ
現代における新植民地主義の実態
－チュニジアに潜むフランスの影に着目して－

中野幸男ゼミ
統合・分断・和解のはざまで揺れ動く第二次世界大戦の記憶
―ロシアと中・東欧諸国における事例から―

穐山洋子ゼミ ドイツの徴兵制度をめぐる議論―歴史的背景とその行方―

伊藤玄吾ゼミ フィンランドにおける移民統合―社会的特質の観点から見る包摂と排除の論理―

穐山洋子ゼミ クロアチアにおけるセルビア人問題の起源―軍政国境地帯に注目して―

中野幸男ゼミ
なぜ平和革命はライプツィヒで起こったのか
―ライプツィヒ市民のアイデンティティ―

伊藤玄吾ゼミ アカディアンのエスニック・アイデンティティ形成と変化 

小野文生ゼミ
「奈良のシカ」との共生可能性についての考察
―「奈良市ニホンジカ第二種特定鳥獣管理計画」による地区区分を手がかりに―

水谷智ゼミ 移民の自殺へ繋がるメンタルヘルス―在英アイリッシュの事例から見る諸原因―

稲本健二ゼミ 日本とイタリアの精神医療

中野幸男ゼミ 幕末期日本に見るイングリッシュ・ジェントルマンの外交

伊藤玄吾ゼミ ディズニーソングの翻訳から見える言語と文化の関連性

中野幸男ゼミ 現代ロシアにおける民族政策について―極東先住民族のニヴフ人に焦点を当てて―

中野幸男ゼミ
クールジャパン戦略におけるアニメ・マンガの役割
——フランスを通して見えるものー—

石井香江ゼミ
共働き夫婦の葛藤とドイツにおける時間政策

 ―『セカンド・シフト』の事例から―  

穐山洋子ゼミ ドイツにおけるシンティ・ロマに対する社会的認識―戦後補償と記念碑論争を通して―

中野幸男ゼミ
ポーランド人のアイデンティティについて
－三国分割から現代にかけて－

穐山洋子ゼミ ヨーロッパ統合がフランスの言語教育に与える影響

伊藤玄吾ゼミ アトリエ・ド・ルミエールから見るデジタルアートの可能性 

水谷智ゼミ フランスとアルジェリア問題―フランス第五共和政と歴史認識の変化―
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小野文生ゼミ
「文化的ジェノサイド」の傷跡
―カナダ真実和解委員会の『最終報告書』と先住民言語復興政策を手がかりに―

穐山洋子ゼミ 開発と歴史的建造物保護の両立―ウィーンにおける都市開発の事例から―

稲本健二ゼミ
1世紀の日本の大学生の恋愛状況
―文献に見られる齟齬とアンケートから見える真実―

中野幸男ゼミ
領土をめぐる日露関係と経済協力（2012-2020）
―日本酒のロシア市場進出の発展と課題―

伊藤玄吾ゼミ ガエル・ファイユの作品を通して見る彼のアイデンティティ形成

穐山洋子ゼミ ワイマール共和国における議会制民主主義の脆弱さ―メディア環境から照射するナチ党に関する一考察―

石井香江ゼミ 右派の手に渡ったライシテ――「正のライシテ」の必要性について考える――

穐山洋子ゼミ スイスにおける移民と移民受け入れ反対―1970年と2014年イニシアティブの比較と考察―

水谷智ゼミ
オスカー・ワイルドの喜劇作品を通して見る
＜新しい女＞のリアルな姿

石井香江ゼミ
ノルウェーの「男女平等」国家への歩み
―政策形成に関与した女性たち―

水谷智ゼミ 「ブール」に秘められた思い―フランスにおけるマグレブ系移民2世のアイデンティティ―

小野文生ゼミ 観光客と地元住民の共存―京都の街中観光を手ががりに―

中野幸男ゼミ リトアニアの前衛芸術から考察する民族的郷土の建設における視覚表象の役割

水谷智ゼミ
書評から読み取る『ジェイン・エア』の社会評価
―新しい女性像の賛否―

小野文生ゼミ
北欧諸国の不可視的支配に対する抵抗のあり方
―サーミ作家N-A. ヴァルケアパーの作品『ラップランドからの便り』の考察を中心に―

水谷智ゼミ フットボールからみるスカウス・アイデンティティの形成

水谷智ゼミ 在英移民の「ブリティッシュネス」と社会統合——『よい移民』から考察するアイデンティティ——

石井香江ゼミ
スウェーデンにおける男性の育児参加
－父親像と「男らしさ」の関係から

中野幸男ゼミ
現代EUにおけるロマ民族の「保護」と「統合」のあり方
―ル―マニアのロマ民族を例に―

石井香江ゼミ ドイツの移民ムスリムのアイデンティティ形成について――若者の宗教コミュニティが持つ役割

中野幸男ゼミ ロシア・ビヨンドに見るロシアのパブリック・ディプロマシー戦略 

穐山洋子ゼミ
ウィーン・フィルハーモニーからみるオーストリア・ユダヤ人と「過去の克服」
―国家による戦後補償と比較して―

石井香江ゼミ 変容する性的マイノリティと資本主義—アイデンティティ形成と解放運動の歴史の考察から—

伊藤玄吾ゼミ
フランスにおけるポルトガル移民のアイデンティティ形成とその変容
−映画La Cage dorée『金の檻』を通して−

中野幸男ゼミ
トワイニングとロイヤルワラント
――なぜ王室御用達に認定され続けているのか――

伊藤玄吾ゼミ 多民族国家日本における「言語への目覚め活動」の可能性
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水谷智ゼミ インドセキュラリズムの危機―ヒンドゥー・ナショナリズムに焦点を当てて―

稲本健二ゼミ
FIFAワールドカップにおけるメディアの及ぼす影響
―これからのFIFAワールドカップの在るべき姿とは―

水谷智ゼミ 文化的人種差別としてのイスラモフォビア―British National Partyの言説分析を通じて―

小野文生ゼミ 黄色いベストによる「団結」が警告する社会の「分断」

稲本健二ゼミ
日本の外国人労働者と雇用政策
—ドイツの外国人政策から学ぶ—

伊藤玄吾ゼミ 『モモ』における時間の性質とその価値について

小野文生ゼミ 記憶の継承との向き合い方―長崎での語りによる被爆経験の記憶の継承の実践を通して―

伊藤玄吾ゼミ 日本における排外運動と外国人教育の関わり―公教育における包摂の可能性―

伊藤玄吾ゼミ ヒップホップが内包する力―時代とヒップホップの変化―

石井香江ゼミ 1964年ブライトンビーチ事件と若者たち―社会のハザードとしてのモッズの表象と影響について―

穐山洋子ゼミ 19世紀末フランスの国民統合におけるアルザスの役割―普仏戦争を契機にして―

中野幸男ゼミ
歴史教科書叙述における物語論と歴史教育の課題
―日独露の教科書比較を通して―

水谷智ゼミ 現代イギリス王室の内部改革―各世代の「部外者」の特色―

稲本健二ゼミ ディズニー長編アニメーション映画『ノートルダムの鐘』が持つ表象ジプシーの新しい展開

石井香江ゼミ ドイツ右翼過激主義と新右翼から見る新自由主義批判——「ヨーロッパ」のリベラル化に対する反動——

石井香江ゼミ
「男女平等国家」フィンランドの思想的背景 
――　ディアコニー事業団の活動に象徴される女性の社会的役割　―― 

小野文生ゼミ 日本の労働文化の問題点―過労死・過労自死の原因と日仏労働文化の比較を手掛かりに―

水谷智ゼミ
シンガポールにおけるプラナカンアイデンティティの模索
———「愛着」と「帰属意識」はどこにあるのか———

水谷智ゼミ レイシズムとしての風刺画―シャルリ事件と「表現の自由」を巡って―

中野幸男ゼミ
いかに「持続可能な観光」を捉えて推進していくべきか
―ポーランドにおける観光産業の現状分析をもとに―

稲本健二ゼミ
シンボル化されるスカーフからみるイスラームとフランス的平等
―スカーフ禁止法の必要性を問う―

稲本健二ゼミ
スペイン・サッカー社会学　
—アイデンティティとエル・クラシコ—

石井香江ゼミ 「和食」とは何か？―ナショナル・アイデンティティを超えるために―
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